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【背景と目的】神経画像によるアルツハイマー病
（AD）、軽度認知障害（MCI）の研究は主に健常者との
比較により海馬・海馬煙霞の萎縮、後部帯状回（PCC）、
頭頂葉連合野の血流・代謝の低下等を明らかにしてき
た。しかし、MCIに代表されるhigh　riskの人々の予
後予測に関する研究は少なく、神経画像のpredictive
valueは確立されていない。今回MCIを対象に3年間
追跡を行い、初診時脳血流SPECTのAD移行予測に
おける有効性を検討した。
【対象と方法】対象は健常コントロール群57例、am－
nesic　MCI　76例で初診時にTc－99m　ECDによる脳血
流SPECT、3D－MRI、神経心理検査を行っている。3年
間の追跡期間内にprobable　ADに移行した52例（移
行群）、移行しなかった24例（非移行群）（男女比、年
齢、教育歴に3群問で有意名なし）を対象として解析
した。解析はSPMを用いて3群間の比較をANOVA
モデルで行った後post－hoc　t－testを行った。　Post－hoc
t－testで有意差のあった領域の血流低下程度を健常コ
ントロールに対するZ－scoreとして算出し予測値をロ
ジスティック回帰分析にて求めた。
【結果】群問比較では、移行群は非移行群に対し右下
頭頂小葉（IPL）、左角回（AG）、襖前部（Prc）で有意
な血流低下を認めた。また移行群、非移行群の両群で
PCCの血流低下が認められた。また、血流低下のオッ
ズ比はAG：2．17，　IPL：2．13，　Prc：2．41、正診率はAG：
68％，IPL：73．3％，　Pcr・：73．3％と高いpredictive　valueを
示した。
【結論】頭頂葉血流異常はMCIの予後予測因子とし
て優れている。一方、PCCの変化は感度は高いが特異
性は低いと考えられた。
PCNca．
臨床分離株を用いた硝酸銀の殺菌効果に関する
基礎的検討
（微生物学）
〇五十嵐美絵、小池
　角田　修次、江原
直人、小林　　了
友子、松本　哲哉
【目的】　従来の薬品を用いた消毒法では耐性菌の出
現及び廃棄時の環境汚染が懸念されている。銀を用い
た消毒は古来より使用されているものの、さまざまな
消毒薬が利用されるようになってからはその使用頻
度は減少している。しかし近年、循環式浴槽や温泉に
おけるレジオネラ感染予防や抗菌性の医療器具に銀
が使用され、その有用性が見直されている。そこで今
回我々は臨床分離菌を対象として、銀の抗菌活性につ
いて基礎的検討を行った。
【方法】東京医科大学病院より得られた臨床分離株
を用いて、日本化学療法学会標準法を参考に硝酸銀に
対するMICおよびMBCを測定した。また一定濃度
の硝酸銀溶液中に菌を懸濁させ、その後の溶液中の生
菌数の変化を時間の経過とともに検討した。さらに蛋
白成分が殺菌の効果に影響を与えるかどうかについ
て、アルブミンを各種濃度添加した条件で生菌数の推
移を検討した。
【成績】MIC、　MBCは共にS．　a　ureus、　E．　faecalts、　E．
coliは16mg／L、　S．　eρidermidisと、P．　aeruginosαは8
mg／しであった。8mg／しの硝酸銀水溶液中では、　S．
eρidermidis、　P．　aeruginosaは4時間以内に、　S．αureus、
E．　coliは6時間以内に、10＾4　C　FU／mlの菌が検出限界
以下（＜50CFU／ml）に減少した。なお、0．08　mg／しと
低濃度の硝酸銀液を用いた場合、18時間後にはどの菌
も検出限界以下まで殺菌された。アルブミンが0．1％
混入した場合は、処理開始後30分以内における硝酸
銀の殺菌効果を促進する傾向がみられたが、1％と10％
までアルブミン濃度を上昇させると殺菌効果の阻害
が認められた。
【結論】今回検討した菌に関しては、菌種による殺菌
効果の違いは認めたものの低濃度で長時間作用させ
た場合にはどの菌種も銀によって検出限界以下まで
殺菌することができた。また蛋白の混入もある濃度ま
では許容することができた。これらの結果から銀イオ
ンを用いた殺菌は、即効性はないものの時間をかけれ
ぼ有効であり、今後院内においてどのような応用が可
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